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研究成果の概要（和文）：本研究では、近代日本における幼小連携カリキュラムの理論的背景と
実践的特質を明らかにした。アメリカにおいては幼稚園運動に始まった児童中心主義の生活教
育の理念がプロジェクト型のカリキュラムとして具現化し、さらにその成果を小学校以上の教
育へ取り入れる試みとして進歩主義教育が普及していった。一方、その情報が 1920 年代の日本
に受容されて、いくつかの女子師範学校附属学校園で試みられていたこと、ただし附属小学校
側に積極的な導入態勢が無い場合が多く、ほとんどの学校では本来の趣旨は伝わらなかったこ
となどを明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）：This research explored the theoretical background and practical 
features of the kindergarten-primary curriculum in modern Japan. In the United States of 
America, the theory of child-centered education concerning life was realized as the project 
based curriculum. American progressive education began to be popular throughout the 
whole school system by adopting the fruits of American kindergarten movement. Those 
facts were informed to the Japanese educators in the 1920s. Some   attached schools for 
women’s normal school studied and tried the kindergarten-primary curriculum. Some 
schools understood the meanings of the programs, but many other schools did not 
understand the meanings due to their insufficiency in research condition. 
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１． 研究開始当初の背景 
 

幼稚園と小学校の連携をどう図るかは現
実的な問題である。学校現場でしばしば耳に

する「小１プロブレム」も、その原因は保育
園・幼稚園から小学校への学習環境の急激な
変化にある。幼児教育と小学校教育の連携の
強化を図り、なめらかな連続の必要性を重要
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視した中央教育審議会は、2005 年の答申『子
どもを取り巻く環境の変化を踏まえた今後
の幼児教育のあり方について』において「生
きる力の基礎となる幼児教育の成果を小学
校教育に効果的に取り入れる」ことが必要だ
と指摘している。この答申は小学校教育にも
幼児教育の目的やカリキュラムを理解し、そ
の成果を取り入れるように求めており、それ
を受けて近年、小学校と保育園・幼稚園との
相互理解や交流の試みも見られるようにな
った。もっとも、幼小連携の必要性はかなり
以前から主張されており、幼稚園には特に小
学校の準備教育の導入が要請されてきた。そ
のため、小学校に入学後困らないようにと初
歩的な言語教育や数的概念の形成、集団生活
の訓練を保育内容に取り入れる幼稚園も多
く、従来は、幼稚園の側が小学校教育へ近づ
く形での幼小連絡が図られてきた。その中で、
先の中教審答申が提示した「小学校の側が幼
児教育の成果を取り入れる」方法による幼小
連携は、日本の幼年期教育にとっては画期的
な提言と位置づけられよう。 
 こうした幼小連携の取り組みは、20 世紀初
頭のアメリカの進歩主義教育運動に始まっ
たと言っても過言ではない。進歩主義、いわ
ゆるプログレッシヴ・エデュケーションは幼
稚園運動にその端を発したと言われ、その実
験的試行の中から幼小連携のカリキュラム
が提案されていたのである（阿部真美子ほか
著訳『アメリカの幼稚園運動』明治図書、1988
年）。しかし、これまでのカリキュラム研究
では、幼稚園は幼児教育の立場から、小学校
は小学校教育の立場から、それぞれ別々に研
究されており、両者がどのような態勢で、ど
のようなカリキュラムを開発・実践していた
のかを見通す視点が欠落していたと思われ
る。さらに、アメリカの影響を受けてそのカ
リキュラム理論や新教育運動の実践を展開
した日本においても、いつ、どのような情報
によって幼小連携のカリキュラムが受容さ
れ始めたのかについてはほとんど検討され
ていない。 
 
２． 研究の目的 
 

本研究においては、近代日本における幼小
連携カリキュラムの到達点とその限界を明
らかにすることを目的とした。そのために、
まず欧米に興った幼小連携カリキュラムの
理論的背景とその実践的特質を把握するこ
とを目標にした。日本にもたらされた幼小連
携カリキュラムや実践の情報が、当時のアメ
リカの教育界の中でどのような位置にある
ものであったのかをまず明らかにし、それが
どのようにして日本にもたらされたのかと
いう受容のプロセスを解明することを試み
た。 

 
３． 研究の方法 

 
本研究は、近代日本における幼小連携カリ

キュラムの到達点とその限界を明らかにす
るために、アメリカの進歩主義幼稚園運動の
中から生起した幼小連携カリキュラムがい
わゆる大正新教育という名のもとで日本に
受容されていく過程を比較教育史の手法を
用いて明らかにすることを試みた。 

研究期間を通して、日本とアメリカにおけ
る幼小連携カリキュラム開発の実態とその
普及に関する史料調査を実施した。海外調査
と国内調査を並行して行い、両国における幼
小連携の理念とその内容がどのように提起
され、普及していくのかについて、そのプロ
セスを明らかにした。 
そのため、アメリカにおいては 19 世紀末

頃から起こった幼小連携の理念とその具現
化過程に関する先行研究および一次史料発
掘のために、シカゴ大学、メリーランド州立
大学、ハワイ大学の各附属図書館を訪れて史
料調査を実施した。また、大正期に日本へ流
入したアメリカの幼小連携情報とカリキュ
ラム開発に関して、国内において以下の事項
に関する実態調査を行った。 
 
（１）大正期の初等教育関係雑誌にみられる
アメリカの幼小連携に関する紹介記事の
内容調査 

（２）文部省の幼小連携に関する外国事情調
査の実態 

（３）下記の師範学校附属小学校と附属幼稚
園における幼小連携の実態に関する事例
調査 
・東京女子高等師範学校 
・奈良女子高等師範学校 
・明石女子師範学校 

（４）師範学校附属小学校と幼稚園における
カリキュラム開発の態勢と試行に関する
予備調査 

 
上記の史料調査の成果を踏まえ、「アメリ

カにおける幼小連携カリキュラム思想の生
起とその開発過程」と「近代日本における幼
小連携カリキュラム情報の受容とその試行
過程」とを比較して、国際的な新教育運動の
中における日本の幼小連携に関する取り組
みの特質を考察した。 

 
４．研究成果 
 
戦前期におけるアメリカ進歩主義の幼小

連携カリキュラムの受容の実態、およびその
定着を阻害した要因について、以下の手順に
よって比較史的な分析を行った。 

 



 

 

（１）アメリカの幼稚園運動における進歩派
の改革理論と実践的研究の成果が、進歩主
義運動として小学校以上の学校段階に取
り入れられたことを明らかにした。そこで
開発された幼小連携カリキュラムの特質
は、幼小が「プロジェクト」を核とする同
一の原理で構成されることであった。また、
この原則に基づくカリキュラムモデルは、
連 邦 教 育 局 と IKU （ International 
Kindergarten Union：国際幼稚園連盟）によ
って『幼稚園のカリキュラム（1919）』と
『幼稚園と第一学年のカリキュラム
（1922）』として開発され全米に普及し、
日本にももたらされた（５．主な発表論文
等－図書①の第４章）。 

 

（２）幼稚園運動が進歩主義運動へと発展す
る過程で取り入れられたヨーロッパの発
生心理学の理論が主としてドクロリーの
「興味の中心」理論であったことを明らか
にした。また、ドクロリー（Decroly, Ovide）
の理論はアメリカにおけるプロジェク
ト・メソッドの開発によって、進歩主義の
小学校におけるプライマリー・カリキュラ
ムの開発に影響を与えていた（５－雑誌論
文③④）。 

 

（３）日本にもたらされた幼小連携カリキュ
ラムと実践情報の内容を分析してその特
質を明らかにすると同時に、情報をもたら
した主体の意図や、情報を受けとった側の
理解について考察した（５－雑誌論文②④
⑤）。本研究では、特に、明石女子師範学
校附属幼稚園および小学校における幼小
連携カリキュラムの開発過程の実態を解
明した。そこでは、幼稚園主事と附属小学
校主事を兼務していた及川平治がアメリ
カおよびヨーロッパの新教育情報を研究
し、訓導達を指導しながら幼小が共同して
生活単元カリキュラムの開発を行ってい
た。また、そこで開発されたカリキュラム
はプロジェクト活動を取り入れて展開さ
れることが意図されていた（５－雑誌論文
⑤）。 

 

（４）附属幼稚園と小学校を擁し、同時代に
幼小連携カリキュラム開発を行っていた 3
校の女子師範学校（東京女子高等師範学校，
奈良女子高等師範学校，明石女子師範学
校）について、それぞれのカリキュラム開
発過程の実態と研究態勢、およびそれぞれ
のカリキュラムの特質についての比較を
行った。その結果、三事例の中には幼小連
携カリキュラムの原理を十分に理解でき
た事例と理解できなかった事例があり、こ
の点がカリキュラム開発の差異を生み出

していたことが判明した。前者においては、
カリキュラムの核となるプロジェクトが
連続する性質をもつことを理解し、カリキ
ュラム全体を再編成することが目指され
ていたが、後者においては、プロジェクト
を実践の一部に導入することにとどまっ
ていた。また、わが国の場合、幼稚園と小
学校でともにプロジェクトの導入に取り
組みながらも、既存の制度的枠組みを維持
したまま別々に研究を進める傾向が強か
ったことを指摘した。（５－雑誌論文①） 
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